
第２学年「ハッピータイム」 コミュニケーション基礎 特集 

 

２年生では、「ハッピータイム」という時間を総合学習で行っています。 

今回は、コミュニケーションの基礎となる「なんでもキャッチ」についてのプランを紹介します。 

 

【ねらい】 

 コミュニケーションの基本は、お互いが相手をしっかりと受けとめるということからはじまります。

言葉は目に見えませんが、「じゃんけん」や「ボール」を言葉に見立て、じゃんけんをしたりボールを投

げたりすることで、コミュニケーションの疑似体験を行います。じゃんけんやボールを使ってコミュニ

ケーションを可視化するのです。言葉を投げかけたり、受けとめたりするうえでの大切な事に気づいて

いきます。 

【概要】 

 『あとだしじゃんけん』では、勝つことには慣れていますが、負けることには無意識の抵抗があるため

に間違ってしまいます。相手の手をしっかりと見るということが大切になってきます。ボールを投げる

人が「～さん」と名前を呼び、名前を呼ばれた人は「はい」と答えます。そしてはじめてボールを投げる

ことができます。はじめは乱暴に投げていた生徒も、うまく受け取ってもらうにはどうしたらよいか気

づきはじめます。 

なかなか全員にまわらないボールも、失敗を重ねて最後まで到達できたときには、生徒たちから歓声が

あがっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


